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教育振興基本計画

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
学
び
続
け
る
人
を
育
て
る

■
計
画
の
策
定
に
意
見
を
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本
市
の
教
育
施
策
は
、
長
期
的
に
は
「
恵
那
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
短
期
的
に
は
年
度
ご
と

に
定
め
る
「
恵
那
市
教
育
の
方
針
と
重
点
」
に
基
づ
い
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社

会
情
勢
や
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
体
力
の
向

上
、
規
範
意
識
や
社
会
性
の
養
成
、
い
じ
め
問
題
や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
迅
速
な
対
応
、
家
庭
や
地

域
で
の
絆
づ
く
り
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
な
ど
、
教
育
を
め
ぐ
る
問
題
も
ま
す
ま
す
複
雑
化･

多
様

化
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
恵
那
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
は
、
こ
う
し
た
時
代
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
を
推
進
す

る
た
め
、
目
指
す
教
育
の
基
本
理
念
や
基
本
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
施
策
を

明
示
す
る
も
の
で
す
。

□
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三
学
の
精
神

　
本
市
で
は
「
学
ぶ
こ
と
は
幸

せ
な
り
」
と
、
少
年
期
、
壮
年

期
、
老
年
期
と
生
涯
学
び
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
郷
土
の

先
人
、
佐
藤
一
斎
の
「
三
学
の
精

神
」
を
理
念
に
、
子
ど
も
も
大
人

も
高
齢
者
も
、
み
ん
な
学
ん
で
幸

せ
に
な
ろ
う
と
生
涯
学
び
続
け
る

「
三
学
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

「
書
に
学
ぶ
」「
求
め
て
学
ぶ
」「
学

ん
で
生
か
す
」
の
三
つ
の
柱
の
下

に
、
読
書
に
親
し
み
、
学
び
を
広

げ
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
生
か

す
「
市
民
三
学
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

 

付
け
た
い
力

　
ま
た
本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
特
に
必
要
な
力
を
「
主

体
性
」「
社
会
性
」「
郷
土
愛
」
と

捉
え
、
自
分
が
生
ま
れ
た
地
域
を

大
切
に
思
い
、
変
化
の
激
し
い
社

会
を
生
き
抜
く
確
か
な
学
力
と
、

望
ま
し
い
人
間
関
係
を
築
く
力
を

身
に
付
け
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
挑
戦
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
自

分
と
人
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
恵

那
の
子
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
幼
児
教
育
や
学
校
教
育

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
平
成
１８
年
２
月
に
教
育

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
初
め
て
生

涯
学
習
の
理
念
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
生
涯
学
習
の
目
的
は
、
自
ら

学
習
す
る
力
を
身
に
付
け
て
、
自

己
を
高
め
、
自
ら
が
目
標
と
す
る

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
す
る

こ
と
、
互
い
に
学
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し
い
社

会
と
の
関
わ
り
方
を
持
つ
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、

豊
か
な
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
本
市
が

こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
「
主

体
性
」「
社
会
性
」「
郷
土
愛
」
の

三
つ
の
力
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
大
人
も
高
齢
者
も
、
生
涯
を

通
じ
て
身
に
付
け
て
い
く
べ
き
力

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　「
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
で

は
、
市
民
一
人
一
人
の
心
に
三
学

の
精
神
が
息
づ
き
、「
主
体
性
」「
社

会
性
」「
郷
土
愛
」
の
三
つ
の
力

を
生
涯
に
わ
た
っ
て
身
に
付
け
て

い
く
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
学

び
続
け
る
人
を
育
て
る
恵
那
の
教

育
」
を
計
画
の
基
本
理
念
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
基
本
理
念
の
実
現

に
向
け
て
、
次
の
三
つ
の
基
本
目

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
自
ら
学
び
、
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
育
む
（
主
体
性
）

②
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
、豊
か
な
心
を
育
む
（
社
会
性
）

③
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
に
思

う
心
を
育
む
（
郷
土
愛
）

　
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

三
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、「
市

三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
」「
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」「
市
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
な
ど
の

関
連
計
画
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、

子
育
て
や
福
祉
、
健
康
な
ど
の
分

野
を
所
管
す
る
庁
内
関
係
部
局
と

の
連
携
に
よ
り
、
実
効
性
の
高
い

教
育
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

少年期
　自己肯定感を抱く
　学ぶ意欲 ･姿勢を身に付ける
壮年期
　職業観を醸成する
　次の世代を育てる
老年期
　生きがいを持つ

少年期
　自己を見つめる力と他を思い
　やる心を持つ
壮年期
　社会との関わりを持つ
　地域と積極的に関わる
老年期
　人や地域との関わりを保つ

少年期
　自分の生まれた地域の自然や
　歴史 ･文化を知る
壮年期
　ふるさとへの愛着を持つ
　地域コミュニティーを支える
老年期
　ふるさとの歴史 ･文化を次の
　世代に伝える

基本目標 1

自ら学び、社会を生き

抜く力を育む

基本目標２

人とのつながりを大切

にする、豊かな心を育む

基本目標３

ふるさとを愛し、

誇りに思う心を育む

■子育て環境の整備、地域の子
　育て支援の充実
■豊かな心と社会性の育成
■家庭教育の支援
■人権教育の推進
■文化 ･芸術に触れる機会の充
　実
■文化 ･芸術活動の活性化
■運動 ･スポーツを通じた地域
　コミュニティーづくりの推進

■こども園における教育 ･保育
　の充実
■確かな学力の育成
■特別な支援を必要とする幼児
　児童生徒への支援の充実
■健やかな体づくりと安全教育
　の充実
■教員の指導力の向上
■読書活動の充実
■さまざまな学びの場の充実
■青少年の健全育成
■健やかな身体づくりの推進
■競技力の向上

■「志」教育の推進
■「郷土に学ぶ」活動の充実
■地域づくりの推進
■伝統的な文化 ･芸術の伝承

■教育環境の充実
■教育施設の整備と維持管理の実施

基本理念

付けたい力

基本目標

施策

世代ごとの
学びのあり方

基本理念の
実現に向けて

主体性 社会性 郷土愛

計画（案）へ意見を

　市では、皆さんの意見を計画に反映させる
ため、恵那市教育振興基本計画（案）につい
ての意見を募集します。
　計画（案）は、市役所内の学校教育課と情
報公開コーナー、各振興事務所、中央図書館
で閲覧できます。市ウェブサイト（http://
www.city.ena.lg.jp）にも掲載しています。
□提出方法　表題を「教育振興基本計画」と
し、郵便かファクス、電子メールで❶氏名❷
住所❸連絡先－を明記の上、お寄せください。
□締め切り　１１月３日㈫
□提出先　〒５０９-７２９２（住所不要）教育委
員会学校教育課　思２６-２１８９
死 gakkoukyouiku@city.ena.lg.jp
□問い合わせ　学校教育課（内線４７０）
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▲運動会で力いっぱい綱を引く＝中野方小学校


